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総説
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Polyporus (Basidiomycota， Polyporales) accommodates morphologically heterogeneous species and is divided into six 
infrageneric groups based on macromorphological characters. On the other hand， there are allied genera sharing same mi-
croscopic characters and the rotting type wi血Polyporus.Molecular phylogenetic analyses recognizes six major clades con-

taining species of Polyporus and three allied genera. Five of six major clades were characterized by the morphological char-
acters used to define infrageneric groups. It suggests出atthese morphological characters have phylogenetic significance 

and reveals the need for a taxonomic revision of Polyporus and its allied genera. A taxonomic study on group Favolus of 
Polyporus was conducted using phylogenetic and morphological methods. Species of two detected clades are distinguishable 
by the morphology of the pileus surface. One clade is characterized by species with hyaline to brown cutis， composed of hy-
aline to brown agglutinated generative hyphae， the other clade accommodates species with radially striate pileus， and lacks 
any distinct cutis of agglutinated hyphae.τbe former clade is proposed as Neofavolus gen. nov.， typ出edby N. alveolaris， and 
the latter clade is segregated as出egenus Favolus， typified by F brasiliensis. Species of Polyporus s. 1.， Favolus， Neofavolus 
and Echinochaete in J apan are reviewed and listed in this article. 

(Japanese Journal of Mycology 56: 69 -81，2015) 

Key Words--Echinochaete; Favolus; Neofavol郎 ;PO切orus;Taxonomy 

はじめに

PO切orus属は担子菌門ハラタケ綱タマチョレイタケ

目に属し，タマチョレイタケ科のタイプ属である.rサ
ルノコシカケ類」に代表されるような，比較的硬質な子

実体を形成し，孔状~ヒダ状~迷路状の子実層托を有す

る「きのこ」は「多孔菌類」と呼ばれるが，本科には強

力な木材腐朽力をもっ多孔菌類が多く所属する.つまり，

本科の菌類は森林生態系における主要な分解者であり，

近年では，バイオレミデイエーションやバイオエタノー

ル生産における利活用も期待されている.その中でも，

PO加orus属には，食用・薬用として利用される種

[Po砂orusumbellatus (Pers.) Fr.等]や生立木腐朽の原

因菌 [Polyporussquamωus (Huds.) Fr.， Polyporus pseu-

dobetulinus (Murashk. ex Pilat)百1orn，Kotir. & Niemela] 
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なと経済的に重要な種が含まれる (Schwarzeet a1. 

2000). 

1980年代の後半以降.PO砂orus属は「子実体は有柄，

傘肉は強靭な肉質~革質，子実体組織は骨格菌糸と結合

菌糸が未分化な骨格結合菌糸から成る 2菌糸型であり，

担子胞子は円筒形で，白色腐朽を起こす」と特徴づけら

れてきた (Gilbertsonand Ryvarden 1987; N曲目 and

Ryvarden 1995a).しかし他のタマチョレイタケ科属と

比較しでも，本属には子実体の肉眼的特徴が極めて多様

な種が包括される.一方で、，本属には，子実体の外形は

異なるものの，顕微鏡的特徴や腐朽型が共通する「関連

属」が存在する (Nunezand Ryvarden 1995a， 2001).分類

形質の評価や分類体系の再構築の上で，分子系統学的検

討は有用であるが，タマチョレイタケ科所属種について

は限定的な研究しか行われておらず，本属や関連属が系



統を反映した分類群であるかは不明で、あった.さらに，

わが国を含めたアジア地域におけるこれら菌群の分類学

的研究は欧米地域に比べて遅れていることから，未記載

種や複合種が多数存在することが予想される.

そこで，筆者はアジア産種を合わせた本属およびその

関連属の分子系統関係の解明による分類学的評価と再構

築を目指しその分類学的研究に取り組んできた

Po!yporus属の分類史

“PO砂orus"という分類群名の使用は古く. Micheli 

(1729)により，子実体が有柄で管孔を有する 14種に

対して用いられたのが最初である. しかし，この発表は

菌類の学名が正式発表として認められる 1753年5月1

日よりも以前であるため (McNeillet al. 2012). 本属名

の最初の有効発表はAdanson(1763)である. Fries 

(1821)は子実層托の形状を重要な分類形質と考え，い

わゆる多孔菌類を概ねPolyporus属と Daedalea属の 2

属に分類し子実体の全体形に関わらず，子実層托が孔

口状である穫を Polyporus属とした.ここで用いられた

属概念は非常に広いことから，本属には背着生~無柄~

有柄な 130種以上が含まれることになり，後の分類研究

者は本属の細分化と再定義を行った. Karsten (1881)は

子実層托の形状に加え，柄の有無，傘肉の肉質，傘表面

の特徴および担子胞子の形状を重要視し.Polypor附属

を「子実体は有柄，柄は中心生，傘肉は肉質で地上生の

種を含む属」と捉え，現在はBoletus属やAlbatrellus属

に扱われる種を置いた 一方で、，近年Polyporus属に置

かれる種のほとんどが該当する.r子実体が有柄で，傘

肉が革質の材上生の種」をKarsten(1881)はPolyporel-

lus属に含めた. Quelet (1886)はKarsten(1881) によ

るPol)少orus属の属概念を認めたが，“Polyporus"を使用

せず.c.αloporω属を提唱したまた• Polyporellus属の

うち，孔口が放射状に配列する種を Cerioporus属，傘

肉が草質の種を Leucoporus属の 2属に分類した. Pa-

toui11ard (1887)は.r偏心生の柄を有し，柄表面が黒色

の殻皮に被われる種」を Leucoporus属に含め.Polypo-

rus属についてはKarsten(1881)の属概念に従った

Murrill (1904)は. r子実体は有柄，傘肉は草質~肉質

な地上生もしくは材上生の種Jを全て Polypor:附属に含

め.Caloporus属.Ceriopor附属 • Leucoporus属および

Melanoporus属をその異名としたその後.Donk (1933) 

はPolyporus属菌を「子実体は有柄で材上生の種(しば

しば，地中に菌核を形成する種も含む)Jに限定した.

1980年代になると，これらに加えて菌糸組成をはじめ

とした顕微鏡的形態形質を分類形質として重視した分類
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システムが浸透し Gilbertsonand Ryvarden (1987)や

N曲 ezand Ryvarden (1995a)による本属概念が広く受け

入れられるようになった (Niemelaand Kotiranta 1991; 

Ryvarden and Gilbertson 1994; Nunez and Ryvarden 

2001) .このように，本属については複雑な分類学的再

編が繰り返されたことから，多数の関連する属名が記載

され. Ryvarden (1991)はPO砂orus属の異名として 11

属を記している.

本属はその正式発表時にタイプ種が指定されなかった

ことから， レクトタイプ種の指定についても解釈の相違

があり，その混乱は現在も続いている.本属のレクトタ

イプ種として，これまでに以下の 4種が提案されている

1) POかporusulmi Paulet (= P. squamosus) (Murri11 

1903); 2) PO加orusbrumalis (Pers.) Fr. (Clements and 

Shear 1931); 3) PO砂orustuberaster (Jacq. ex Pers.) Fr. 

(Donk 1933 ); 4) Polyporus arcularius Rostk. (Cunning-

ham 1948).最初に本属のレクトタイプ種の指定をした

のは Murri11(1903)である.しかし彼の指定した R

ulmiは本属の初発表である Micheli(1729)やFries

(1821)の提唱したPol沙orus属に含まれないため認め

られない (McNeillet a1. 2012: Art 9.2， 10.2， 10.5). Clem-

ents and Shear (1931)はFries(1821)のPO砂orus属に

おける l亜属に相当する“PO砂orusB. Microρorus "tri-

bus" 1. Mesopus"の種から P.brumalisを指定した.Donk 

(1933)は. Micheli (1729)のPolyporus属には P.brum-

alisが含まれないことから. Clements and Shear (1931) 

のレクトタイプ種の指定を無効として (McNeillet al. 

2012: Art 9.2，10.2，10.5)， Micheli (1729)およびFries

(1821)双方の解釈による PO切0仰 S属に含まれている R

tuberasterをレクトタイプ種に指定したその後，彼の

選択は研究者に広く支持されてきた (Bondartsevand 

Singer 1941;今関 1943;Bondartsev 1953; Overholts 1953; 

Cunningham 1965; DomaIIski et al. 1967; Singer 1986; Gil-

bertson and Ryvarden 1987; Ryvarden 1991; Ryvarden 

and Gi1bertson 1994; Nunez and Ryvarden 1995 a， 2001 ; 

Silveira and Wright 2005 ; Drechsler-Santos et al. 2008). 

Cunningham (1948)によるレクトタイプの指定は命名

規約上合法ではあるが.P. tuberasterやP.brumalisが優

先権を持つ (McNeillet al. 2012: Art 11.5).胎 ugerand 

Gargas (2004)は，規約上の Polypor附属の認可手続き

としての発表がFries(1821)であることから.Clements 

and Shear (1931)によるレクトタイプ指定は合法であ

り.P. brumalisが最も優先されるとの見解を示した上で，

本種と近縁な Lentinus属(カワキタケ属)を PO加or附

属の異名とすべきとしたしかし 70年以上も広く用

いられてきたタイプ種の変更に伴う分類学的混乱は大き
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いことから，便宜的に P.tuberasterをレクトタイプとし

て扱う事が多く (Sotomeet al. 2008; Dai et al. 2014; 

Sathiya et al. 2015)，今後レクトタイプ種の保存が議論

される可能性もある.

N岨ezand Ryvarden (1995a)はPolyporus属の世界的

なモノグラフの中で， 32種を本属菌として認めた.た

だし彼らの採用した種概念はしばしば広く ，Polypor附

tenuiculus (P. Beauv.) Fr.やPolyporusdictyopus Mont.な

どの一部の種については， 1複合種J(species complex) 

の可能性を示唆しつつも，分類学的な解決を先送りにし

た Nunezand Ryvarden (1995a)以降，形態的形質に基

づいて，ニュージーランド，アジア(中国・日本)や南

米地域から PO砂orus属に 8新種が記載されるととも

に， 1新組合わせが提唱された (Dai1996， 1999; Buchan-

an and Ryvarden 1998; Boulet 2003; Ryvarden and lturria-

ga 2003， 2004; Gibertoni et al. 2004; Dai et al. 2007; So-

tome et al. 2007). 

Polyporus属および関連属の分子系統関係

PO砂orus属は肉眼的な形態が多様な種を包括してき

たそのため， Nunez and Ryvarden (1995a)は，子実体

の全体形，柄の特徴，傘肉の質感など主に肉眼的形質に

基づき，以下の属内グループを設けた(表 1):1) Adrni-

rabilisグループ， 2) Dendropolyporusグループ， 3) Fa-

volusグループ， 4) Melanopusグループ， 5) Polyporus 

グループ， 6) Polyporellusグループ.このうち， Admi-

rabilisグループを除く 5グループは，独立属あるいは亜

属として扱われた経緯のある菌群である (Pouzar1966， 

Ryvarden and Johansen 1980， Julich 1981， Corner 1984， 

Singer 1986，今関・本郷 1989，Ryvarden and Iturriaga 

2004， Silveria and Wright 2005). その一方で、，Polyporus 

属には，菌糸型や担子胞子の形状などの顕微鏡的特徴や

木材腐朽型が共通する「関連属」が存在する(表 2). 

関連属は，子実体の全体形や担子胞子の大きさなどで本

属と区別されるが，各属の境界は必ずしも明確で、はない.

分子系統学的研究から，子実層托がヒダ状の Lentinus

属と Polyporellusグループ種は近縁である事が示され

(Hibbett and Donoghue 1995; Hibbett and τnorn 2001; 

Kruger and Gargas 2004)， PO悌orus属が系統的にまと

まった分類群ではない可能性が示唆された. しかしなが

ら，これまでの先行研究では欧米地域産の限られた種の

みが用いられており，また属内グループや関連属との聞

の詳細な系統関係については未検討であった.そこで，

アジア産種を含めた詳細な系統関係の解明により，

Polyporus属と関連属の分類学的評価を試みた (Sotome

-71 

et al. 2008). 

本研究では日本，マレーシア，タイおよび欧米産の

Polyporus属 24種 52菌株と関連属 4属8種目株を使用

したまた，近縁属として，骨格菌糸と結合菌糸が未分

化で樹枝状骨格菌糸を有して 2-3菌糸型となる

"Polyporoid Clade" (Binder et al. 2005) の6属7種 7株

も使用した使用した菌株は，いずれも分離源となる証

拠標本の由来や所在が明確で，標本の再検討が可能なも

のを選別した分子系統解析の外群には Binderet al. 

(2005)を参考に Trametes属およびfLenzites属の 4種 4

菌株を用いた.核の LSU領域 (nuc1ear-encodedlarge ri-

bosomal RNA gene) ， RPB2遺伝子 (RNApolymerase II 

second largest subunit)およびミトコンドリアのATP6

遺伝子 [F(o)ATPase subunit 6Jの分子系統解析を行っ

た.系統樹の推定は最大節約法およびベイズ法で、行った

分子系統解析の結果，支持の高い 6つの大きなクレード

(Clade 1-6)が検出された(図 1). 検出されたクレー

ドのうち， Clade 1はAdmirabilisグループ， Melanopus 

グループ， Polyporusグループに属する Polyporus属 5

種，さらに関連属である Datronia属および Pseudofavo-

lus属により構成され，また Clade6はPolyporellusグ

ループ種と Lentinus属種で構成された一方で，残りの

4つのクレードはいずれも Polyporus属種のみで構成さ

れ， Clade 2はPolyporusグループ種， Clade 3はMela-

nopusグループ種， Clade 4およびClade5はFavolusグ

ループ種が含まれた Dendropolyporusグループの唯一

の構成種である P.umbellatusおよびPolyporusグループ

のPolypor附 udusJungh.はいずれのクレードにも含まれ

ず，独立したクレードを形成した以上のことから，

Polyporus属は多系統群であり，関連属を含めた分類学

的再編成の必要性が示されたまた， Clade 1以外は，

柄の位置(中心生や側生など)，傘表面の構造，傘肉の

肉質，柄の殻皮化の程度などの形態的形質がクレード毎

に共通しており，これらが系統を反映することが示唆さ

れた.これらの形質の多くは， Nunez and Ryvarden 

(1995a)による属内グループを定義する形質と共通して

いたまた，これらの形態的特徴は，多孔菌類の他属を

定義する分類形質としても用いられており，検出された

各クレードは属レベルの分類群に相当すると考えられた

Favolus属と新居Neofavolus属の設立

上記の研究結果から，POゆorus属と関連属の分類学

的再編成の必要性が示されたそこで，検出された 6ク

レードのうち Favolusグループ種によって構成される 2

つのクレード (Clade4およびClade5)に焦点を当て，
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表1. Polyporus属の属内グループの形態的特徴と発生地 (N曲 ezand Ryvarden， 1995a改変)

属内グループ

Polyporus 
グループ

Favolus 
グループ

Melanopus 
グループ

Polyporellus 
グループ

Admirabilis 
グループ

Dendropolyporus 
グループ

柄の位置， 中心生~側生 側生，柄は短く，表偏心生~中心生， 中心生，柄表面に側生，柄は短い 中心生(柄は分岐
特徴 面に殻皮を欠く 表面は黒色の殻皮殻皮を欠く し，多数の傘を形

で覆われる 成)

傘の形 半円形，腎臓形，ヘラ形~半円形~腎臓形，円形，ヘ円形 円形，半円形，不円形
円形など 腎臓形 ラ形など 定形など

傘肉 強靭な肉質，厚い 肉質~革質，薄い 革質，薄い 肉質~強靭な肉質 肉質~強靭な肉質，肉質，薄い
(5 cmまで) (5 mmまで) (1 cmまで) 厚い (4.5cmまで)

担子胞子の 大型， 小型~中型， 中型， 中型， 中型， 中型，
大きさ 10-20 x 4-8 f.lm (4.5) 6 -13 (14.5) 6-12 x 2.5-4].1m 6 -8 x 2 -3.5].1m 6-10 x 2.5-3.5似n7.5-10 x 3-4].1m 

x 2.5-5 11m 

発生地 材上，もしくは地上材上 材上 材上 材上 材上，もしくは地上

構成種

(菌核より発生) (菌核より発生)

P. austroafricanus， 
P. createrellus， 
P. radicatus， 
P. squamosus， 
P. tuberaster， 
P. udus 

P. alveolaris， P. badius， 
P. grammocephalus， P. centroajト"lcanus，
Rρhilippinensis， P. dictyopus， 
P. tenuiculus P. guianensis， 

P. leprieurii， 
P. mikawae， 
P. nigrocristatus， 
P. tuba約問is，
P. varius， 
P. vI1宮atus

P. arcularius 
P.bγumalis， 
P. ciliatus， 
P. coγyli:叫us，
P. meridio耳alis，
Rγhiz，ゆhil:世~S，

P. tricholoma 

P. admirabilis， 
P. gayanus， 
P. pseudobetulinus 

P. umbellatus 

各グループの重要な形態的特徴を太字でしめした.

表 2. PO砂or四属と関連属 (4属)の形態的特徴，発生地とタイプ種.

属名

Polyporus属 Datronia属

子実体 一年生，有柄 一年生，

背着生~半背着生

柄の位置. 中心生~側生，表面に
特徴 殻皮を有するもしくは

欠く

傘肉 肉質~革質 繊維質

子実層托 子L状 孔状~迷路状

菌糸組成 二菌糸型 三菌糸型

発生地 材上， もしくは地上 材上生
(菌核より発生)

タイプ種 Polypoγus tubeγωteγ Datronia mollis 
(Jacq. ex Pers.) Fr. (Sommerf.) Donk 

さらに研究を進めた.

Favolusグループは，Polyporus属の中では， r柄は側

生で表面に黒色の殻皮を欠き，傘肉は強靭な肉質~草質

であるJことで特徴づけられる(表 1).Nunez and 

Ryvarden (1995a)は本グループに 4種 [Po段。orusalveo-

laris (DC.) Bondartsev & Singer， Polyporus grammocepha-

lus Berk.， Polyporusρhilippinensis Berk.， P. tenuiculusJを

Echi却ochaete属 Pseudoj加olus属 Lentinus属

一年生，有柄 一年生，有柄 一年生，有柄

側生，表面に殻皮を欠く側生，表面に殻皮を欠く中心生，表面に殻皮を
欠く

強靭な肉質 革質 革質

子L状 干し状 ヒダ4犬

二菌糸型 二菌糸型 二菌糸型

材上生 材上生 材上生

Echinochaete Pseudofavolus Lentinus tigri問 附

bγack沖ora C叫cullat:世E (Bull.) Fr. 
(Mont.) Ryvarden (Mont.) Pat. 
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含めた. しかしながら，このうち P.grammocePhalusお

よびP.tenuiculusは，子実体の色，孔口の形や大きさ，

クランプ結合の有無などが標本によって異なることか

ら，複合種であることが示唆されていた (N拍 ezand 

Ryvarden 1995a). さらに，囲内にはいずれの記載種と

も形態的に一致せず，未記載種と思われる Favolusグ

ループ菌が存在するなど，本グループには種レベルでの
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P. arcularius・
157" ・P. arcularius I Gr. PolyporeUus 

P目 brumalis I • 
I仰 Lentinussqω庁osulus I Clade 6 

Lentinus sajor-cのu
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P かicholomaI Gr. PolyporeUus 

Ganoderma tsunodae 

Amauroderma rugosum 

Ganoderma lucidum 

Perenniporia tephroporus 

Lenzites betulinus 

Trametes gibbosa 

Trametes conch砕r

Trametes hirsuta 

図1. RPB2およびLSUの2領域に基づくベイズ系統樹.校の上の数値は信頼値を示し，左は事後確率値，右は最大節約法ブー

トストラップ値を表す.事後確率が1.0.最大節約法ブートストラップ値が 100%の支持を得た枝は太線で示した (Sotome

eta1. 2008から改変).
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分類学的な問題があった一方で， Kruger and Gargas 

(2004)やSotomeet al. (2011)は， Admirabilisグルー

プの P.pseudobetulinωがP.grammocePhalusと近縁であ

ることを示しており， Favolusグループ以外の種が

Clade4やClade5に含まれる可能性があったそこで，

本研究では既知種および未同定の Favolusグループ種に

加え，形態的に本グループに類似する Polyporus属菌を

用いた分子系統解析と形態的特徴の観察を行い， Clade 

4およびClade5の詳細な系統関係と特徴づけを試みた.

また，アジア各地より記載された Favolusグループ種の

タイプ標本の検討と比較により，種レベルでの分類学的

問題の解決に取り組んだ (Sotomeet al， 2013). 

分子系統解析には， LSU領域および1TS領域 (1n町 nal

transcribed spacer region)を使用した.外群には Tram-

etes orientalis (Yasuda) 1mazekiと乃'cnoporuscinnabari-

nu窓口acq.)P. Karst.を用いた.

分子系統解析の結果，系統樹上には， Sotome et al. 

(2008)のClade4とClade5に相当する 2つのクレー

ド (CladeAおよびCladeB) が検出された(図 2). 

Clade AはP.alveolm公， 日本産未同定種およびMelano司

pusグループの P.mikawaeで構成され，一方， Clade B 

には P.grammocePhalω複合種，P. tenuiculus複合種と P.

pseudobetulinusが含まれた.さらに，P. grammocePhalus 

複合種は 2つのクレード，P. tenuiculus複合種は 3つの

クレードに分割された形態的特徴を検討した結果，

Clade Aに含まれる種は，傘表面は無毛あるいは鱗片を

有し無色~褐色の菌糸が凝着した表皮 (cutis)を有し

ていたこれに対して， Clade Bに含まれる種は傘表面

に表皮を欠くかあるいは表皮は未分化で，P.ρseudobetu-

lin仰を除き傘表面には多少とも放射状の繊維状紋を有

するなど，傘表面の特徴と構造に差が見られた

タイプ標本を検討した結果，P. grammocePhalus複合

種の 2クレードに含まれる標本は，それぞれPolyporus

acervatus LloydおよびP.grammocephalus Berk.のタイ

プ標本と形態的に一致したまた，P. tenuiculus複合種

に含まれる 3クレードは，それぞれ Favolusbrasiliensis 

(Fr.) Fr.， Laschia spαthulata ]ungh.， Favolus roseus Lloyd 

に相当した.Favolus属のタイプ種である Fbrasiliensis 

がCladeB (= Clade 5)に含まれることから，本クレー

ドを Favolus属とし，新組合せを含む 6種目acervatus，

F brasiliensis， F emerici， Favolusρseudobetulinus (Mu-

rashk. ex Pilat) Sotome & T. Hatt.， F roseus， Favolus 

spαthulatus (Jungh.) Lev. ]を認めた.この際，P. gram-

mocePhalusについては，F grammocePhalus Lloydが既

に存在していることから，Favolus属に組合せることは

できない.従って，本種の学名としては Favolusemeri・ci

早乙女

-74 

(Berk. ex Cooke) 1mazeki用いるのが適当である(詳

細は「日本産Polypor附属および関連属種」参照).一方，

Clade A (= Clade 4)に含まれる種に基づいて設立され

た属は存在しないことから，本クレードを示す属として

新属 Neofavolus属を設立したタイプ種である Neofavo-

lus alveolaris (DC.) Sotome & T. Ha抗.および、Neofavolus

mikawae (Lloyd) Sotome & T. Ha仕.の 2新組合せを提唱

するとともに，新種Neofavoluscremeoalbidus Sotome & T. 

Ha比を提唱した

日本産Polyporus属および関連属種の探索と同定

PO以porus属や関連属の圏内産種を明らかにするため，

国内各地で採集された標本について，詳細な形態学的検

討および分子系統学的解析を行うとともに，種名を検討

した.一部の国内既知種については， 日本産報告の証拠

標本[国立研究開発法人森林総合研究所菌類標本庫

(TFM)および独立行政法人国立科学博物館菌類標本

庫 (TNS)所蔵]を再検討した.

モウソウチク類などのタケ類の根から特異的に発生す

るPolyporus属菌を PolyporusPhyllostachydis Sotome， T. 

Ha比 &Kakish.として新種記載した (Sotomeet al. 

2007). 本種は地上生，子実体は中心生で小型，未熟時

の子実体全体は白色であるが，成熟時には，傘や柄表面

に黒色~暗褐色の殻皮を発達させる特徴を持つ.

囲内産 Polyporellusグループ種(=Clade 6)を検討し

北海道で採集された Polyporuslongiporus Audet， Boulet 

& Sirardを囲内新産種として発表した (Sotomeet al. 

2009a). それまで本種は，タイプロカリティーであるカ

ナダからしか知られていなかった (Boulet2003) .国内

では北海道道央域に分布している.本種は，子実体は有

柄，柄は中心生で，傘はまんじゅう型~平型，傘表面は

黒褐色で無毛であり，孔口は細長く放射状に並ぶ.分子

系統学的検討の結果，本種は日本を除くユーラシア大陸

の温帯域に分布する Polyporusciliαtus Fr.と近縁である

ことが明らかになった.本研究の結果，囲内には P.arcu-

larius， P. brumalisにP.long:争orω を加えた 3種の Polypo-

rellusグループ種が分布することが明らかになった

PO砂oruspseudobetulinus (= Favolus pseudobetulinus) 

はカナダ，ユーラシア大陸北部および日本(北海道)の

限られた地域に分布し，囲内では絶滅危倶種(絶滅危倶

I類)として知られている.囲内でP.pseudobetulinusと

して報告された標本を再検討したところ，本種および国

内からは未記録である Polyporussubvarius C.]. Yu & Y.C. 

Daiの2種が混同されていた.囲内では，両種とも北海

道亜高山帯のみに分布し，側生した短い柄を有して子実
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図 2. LSUおよび1TSの2領域に基づく最大節約系統樹.灰色は Favo1usグループ.種を示し，校の信頼値を各校の上に表した

左は最大節約法ブートストラップ値，右は最尤法ブートストラップ値を表す 最大節約法ブートストラ ップ値および最

尤法ブートストラップ値が共に 100%の支持を得た枝は太線で示した (Sotomeet al. 20日から改変).

体の全体形は類似，共にヤナギ属の生木あるいは枯死木

上に発生する しかし Psubvariusは原菌糸にクランプ

結合を有し担子胞子は舟形である点でPpseudobetulinus 

と区別可能であり，また系統的にも離れていることが明ら

かになった (Sotomeet al， 2011). なお近年，P subvarius 

はPolyporuschoseniae (Vassilkov) Parmastoの後続異名で

あることが明らかにされた (Zmitrovichet al. 2014). 

関連属の 1つである Echinochaete属について，アジ

ア産種の分類学的検討を行った圏内を含むアジア産標

本とタイプ標本との検討の結果，従来国内でEchino-

chaete ruficeps (Berk. & Broome) Ryvardenと同定され

てきた種は， 別手重の Echinochaeterussiceps (Berk. & 

Broome) D.A. Reidであることが明らかになった.また，

圏内亜熱帯域より採集した未同定本属種を Echinochaete

maximipora Sotome & T Ha悦.として新種記載した (So-

tome et al. 2009b).本種は，子実体は側生，傘表面は類

白色，孔口はハチノス型であり，傘表面に先端がわずか

に分岐する剛毛状菌糸をもつことで特徴づけられる.本

研究の結果，Echinochaete属の種レベルでの形態形質と

して，傘表面の剛毛状菌糸の形態および分岐の頻度，お
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よぴ孔口の形態や大きさが重要で、あることが明らかに

なった.

日本産Po!yporus属および関連属種

以下に，PO砂orus属(広義)， Favolus属，Neofavol附

属および、Echinochaete属の囲内産種を示す.各種の国

内における新産報告に関する情報を記すとともに，勝本

(2010)において和名が掲載されていない種については，

新称の提唱を行った

Po!yporus P. Micheli ex Adans.: Fr.， Fam. Pl. 2: 10， 1763. 

(タマチョレイタケ属)

以下の 14種を国内に分布する Polyporus属種として

認める.

Po!yporus arcu!arius (Batsch) Fr.， Syst. Mycol. 1 : 342 ， 

1821. (アミスギタケ)

証拠標本は記されていないが，松村 (1904)が報告した.

Po!yporus badius (Pers.) Schwein.， Trans. Am. phil. 

Soc.， Ser. II， 4: 155， 1832. (アシグロタケ)

安田 (1912b) により P.varius (誤同定)として報告

された.その後， JII村 (1929) は，本種を Rρicipesと

して報告した.

Po!yporus bruma!is (Pers.) Fr.， Observ. mycol. 2 : 255 ， 

1818. (オツネンタケモドキ)

証拠標本は示されていないが，松村 (1904)が本種を

報告，後に梅村(1916)が愛知県(三河国)産標本に基

づき和名サカズキタケとして報告したが，現在本種の和

名としてはオツネンタケモドキが広く用いられている.

Po!yporus dictyopus Mont.， Ann. Sci. Nat.， Bot.， ser. II 3: 

349，1835. (新称:アシグロタケモドキ)

N伯 ezand Ryvarden (1995b) により囲内新産種とし

て報告された.本種は国内では暖温帯~亜熱帯域に広く

分布するが，形態的にも多様であり，複数種が混在して

いる可能性がある[日本産の証拠標本については N曲 ez

and Ryvarden (1995b) を参照].

Po!yporus !eprieurii Mont.， Ann. Sci. Nat.， Bot.， ser. II， 13: 

203，1840. (ネッタイアシグロタケ)

小林・土居(1970)がFavolushemicapnodes (Berk. & 

Broome) Aoshima (無効名;= Polyporus hemicapnodes 

Berk. & Broome ;和名:ネッタイアシグロタケ)として

報告した• Polyporus hemicapnod.ωはほぼ中心生で細長

い柄を持つ標本に対して命名されたものであるが，一般

にP.leprieuriiの異名の lっとして扱われている (Nunez

and Ryvarden 1995a; Nunez and Ryvarden 2001).しかし，

本種には形態的に多様なものが包括されており，今後分

早乙女
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子系統解析を含む分類学的検討が必要である.

Po!yporus !ongiJコorusAudet， Boulet & Sirard， Les cham-

pignons des arbres: 530， 2003. (新称:エゾアミメタケ)

カナダより新種として記載された種で (Boulet

2003)，カナダ中部~南東部，北海道の道央地域(江別

市や石狩市)において分布が確認されている[日本産の

証拠標本については Sotomeet al. (2009a)を参照].

Po!yporus phyllostachydis Sotome， T. Ha仕.& Kakish. 

Mycoscience 48: 43， 2007. (新称:タケノアシグロタケ)

茨城県内の暖温帯地域で採集された標本に基づき，新

種として発表された[日本産本種の証拠標本については

Sotome et al. (2007) を参照].本種はモウソウチクの根

上に子実体を形成する (Sotomeet al. 2007). 

Po!yporus choseniae (Vassilkov) Parmasto， Folia cryp-

tog. Estonica 5: 35， 1975. = Po!yporus subvarius C.]. Yu 
& Y.C. Dai， Ann Bot Fennici 44: 142， 2007. (新称:エゾカ

ンパタケモドキ)

タイプ標本を含めた標本との形態的特徴の比較や分子

系統解析により，国内において Rρseudobetulinusとさ

れていたものには，P. subvariusが混同されていたこと

が明らかになった (Sotomeet al. 2011).後に，P. subvar-

i附は P.choseniaeの後続異名であることが明らかにされ

た (Zmitrovichet al. 2014) [日本産本種の証拠標本につ

いては Sotomeet al. (2011) を参照].

Po!yporus squamosus (Huds.) Fr.， Syst. Mycol. 1: 343， 

1821. (アミヒラタケ)

安田 (1913)によって愛知県(三河国)産標本に基づ

き和名チャウチワタケとして報告された現在は和名と

してアミヒラタケが広く用いられている.

Po!yporus tuberaster (Jacq. ex Pers.) Fr.， Observ. mycol. 

1: 121， 18日.(タマチョレイタケ)

白井・三宅 (1917)によって，P. tuberaster var. japon-

ica Shirai (和名:タマチョレイ)として報告された.

Po!yporus tubaeformis (p. Karst.) Ryvarden & Gilb.， Syn. 

Fung. 7:578，1993. (新称:アシグロジョウゴタケ)

本種はヨーロッパおよび東アジアに分布する.国内か

らは千葉県，福島県，長野県および新潟県産の標本に基

づいて報告された倒的ezand Ryvarden， 1995b). 圏内

の暖温帯地域産集団，冷温帯産集団およびヨーロッパ産

集団が同一種に属するかについては，更なる検討が必要

である[日本産本種の証拠標本については N岨ezand 

Ryvarden (1995b) を参照].

Po!yporus umbellatus (Pers.) Fr.， Syst. mycol. 1 : 354， 

1821. (チョレイマイタケ)

Shirai (1905)は， r猪苓jと呼ばれる本種の菌核に関

する薬用効能や生態的情報と共に，新種Polyporω chul-



Polyporus属とその関連属の分子系統分類学的研究

ingShiraiとして本種を報告した

Polyporus varius (Pers.) Fr.， Syst. Mycol. 1 : 352， 1821 . 

(キアシグロタケ)

長年に渡り.E variusの学名は Ebadiusに対して誤

適用されてきた(安田 1912b;Yasuda 1917;川村 1929;今

関 1943) .本来のEvariusは，伊藤 (1955) によって

Polyporellus varius (Pers.) P. Karst. (和名:キアシグロタ

ケ)として報告されたものであり，これが国内からの最

初の報告になる.今関・本郷(1957) は，本種を

Polyporus elegans Fr.として掲載した

除外種および疑問種

Polyporus admirabilis Peck， Bull. Torrey bot. Club 26 : 

69，1899. 

Nunez and Ryvarden (1995b) は日本新産種として本

種を報告したが，形態的特徴および分子系統的検討を

行ったところ，その証拠標本は F.acervatusであった

(Sotome et al. 2013).従って，本種の囲内における分布

は疑問である.

Polyporus ci/iatus Fr.， Observ. mycol. 1: 123， 1815 

Nunez and Ryvarden (2001)により日本国内に分布する

ことが示唆されたが，証拠標本の明記がなく，また本種と

同定可能な標本が採集されていないことから除外した.

Polyporus melanopus (Pers.) Fr.， Syst. mycol. 1: 347， 

1821. 

Nunez and Ryvarden (2001)により日本国内に分布する

ことが示唆されたが，証拠標本の明記がなく，また本種と

同定可能な標本が採集されていないことから除外した.

Polyporus udus Jungh.， Tijdschr. Nat. Gesch. Physiol. 7: 

289，1840. 

暖温帯(大分県)で採集された 1標本に基づき，国内

新産種として報告された (N曲 ezand Ryvarden， 1995b). 

しかしその証拠標本の形態学的特徴は，本種のタイプ

ロカリティーであるインドネシアを含めた東南アジア熱

帯地域で採集される標本と完全には一致しない.さらに，

囲内産の P.udusと同定された標本には，系統的に異な

る複数種が混在している.従って，ここでは疑問種とした.

Favolus Fr.， Elench. Fung. 1: 44， 1828. (新称:スジウチ

ワタケ属)

Favolus属の和名として従来「ハチノスタケ属」が用

いられてきた(今関 1943;伊藤 1955;今関・本郷 1957). 

しかしハチノスタケは本属に含まれず，本属の和名と

して用いるのは適切でないことから新たに和名を提唱し

た国内産本属種として，以下の 4種が認められる (So-
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tome et al.， 2013). 

Favolus acervatus (L1oyd) Sotome & T. Hatt.， Fungal Di-

versity 58: 254， 2013. (スジウチワタケモドキ)

囲内亜熱帯域に分布する F.emerici (= E grammocePh-

αlus :スジウチワタケ)と混同されてきたが，本種は関

東以南の暖温帯域に分布し，両種は子実体の色やクラン

プ結合の有無により区別できる.従来，本種に対して

Polyporus emerici Cookeの学名が用いられてきた. しか

しタイプ標本検討の結果，この学名はスジウチワタケ

に対して用いるべきであることが明らかになった (So-

tome et al.， 2013). 

Favolus emerici (Berk. ex Cooke) Imazeki， Bull. Tokyo 

Sci. Mus 6: 95， 1943. (スジウチワタケ)

安田 (1916) によって小笠原産標本に基づき PO砂0-

rus guilfoylei Berk. & Broomeとして報告されたが，この

学名は誤適用である (Sotomeet al.， 2013).本種の学名

としては P.grammocePhαlus Berk.が広く用いられてき

たしかし異なるタイプ標本に基づいた Favolus

grammocePhalus L10ydが既に存在していることから，こ

れを Favolus属に組合せることはできない.従って，本

種の学名としては，最も基礎異名が古い F.emerici(基礎

異名:PO仰orusemerici Berk. ex Cooke) に基づいたR

emericiを用いるのが適当で、ある.

Favolus pseudobetulinus (Murashk. ex Pilat) Sotome & 

T. Hatt.， Fungal Diversity 58: 260， 2013. (カンパタケモド

キ)

Nunez and Ryvarden (1995b) により圏内から初めて

報告された本種はフィルム状の剥離し易い表皮が傘表

面を覆うこと，原菌糸はクランプ結合を欠くことにより，

類似種の P.subvariusと区別できる (Sotomeet al. 2011). 

Favolus spathulatus CJungh.) Lev.， Annls Sci. Nat. Bot. 

ser. 3， 2: 203， 1844. (ミナミアシグロタケ)

青島・大宜味 (1974)により，石垣島・西表島から九

州、lの媛温帯にかけて分布することが示唆された本種は

近年• E tenuiculusとして扱われてきた種である.アジ

ア産および中南米産の P.tenuiculusについて分類学的検

討を行った結果，P. tenuiculusは複合種を形成している

ことが明らかになった.タイプ標本の検討や文献情報な

どから，囲内産種の学名には F.spathul，αt仰を適用した

(Sotome et al. 2013). 

NeoおvolusSotome & T. Hatt. Fungal Diversity 58: 249， 

2013. (ハチノスタケ属)

本属には，以下の 3種が含められる

Neo白volusalveo勾ris(DC.) Sotome & T. Hatt.， Fungal 

Diversity 58: 250， 2013. (ハチノスタケ)



安田 (1912a)により，本種の異名である Favoluseu-

ropaeus Fr.として報告された

Neofavolus cremeoalbidus Sotome & T. Hatt.， Funga1 

Diversity 58: 250， 2013. (新称:ヤマトハチノスタケ)

国内暖温帯(奈良県)で採集された標本に基づき，新

種として報告した (Sotomeet al. 2013) [日本産本種の

証拠標本については Sotomeet al. (20l3)を参照].

Neo危vo/'υ'smikawae (Lloyd) Sotome & T. Hatt.， Funga1 

Diversity 58: 251， 2013. (ミカワタケ)

愛知県(三河田)で採集された標本に基づき，新種と

して記載された(Lloyd，1915).本種は，柄の基部に褐色

の殻皮を持つことが特徴とされていたが(Lloyd1915; 

安田 1915;N曲 ezand Ryvarden 1995a， 2001)，これは誤

りである.国内暖温帯に広く分布する.

Echinochaete D.A Reid， Kew Bull. 17: 283，1963. (サピ

ハチノスタケ属)

国内には以下の 2種が分布する.

Echinochaete maxim伊oraSotome & T. Hatt.， Mycol. 

Prog~8: 126，2009. (新称:フルイサピハチノスタケ)

西表産標本に基づいて新種として記載された (Sotome

et al. 2009b) .本種は西表島および石垣島に分布する[日

本産本種の証拠標本については Sotomeet al. (2009b) 

を参照].

Echinochaete russiceps (Berk. & Broome) D.A Reid， 

Kew Bull. 17: 285， 1963. (サピハチノスタケ)

囲内では E.ruficepsとして扱われてきたが， タイプ標

本を検討の結果，E. russicepsであることが明らかになっ

た (Sotomeet al. 2009b). 囲内では，暖温帯~亜熱帯域

に広く分布する.

除外種および疑問種

Echinochaete brachypora (Mont.) Ryvarden， Bull. Jard. 

Bot. naむ1.Be1g. 48: 101， 1978 

N伯 ezand Ryvarden (2001)により，沖縄県での分布

が示唆されているが，証拠標本がないため除外種とした

Echinochaete ruficeps (Berk. & Broome) Ryvarden， 

Nor耽 J1Bot. 19: 231， 1972 

青島・阿部 (1983)が国内暖温帯産標本に基づいて報

告したが，その証拠標本を検討した結果，E. russiceps 

の誤同定であることが明らかになった (Sotomeet al. 

2009b). 
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終わりに

形態的に多様な種から構成されていた広義の Polypo-

rus属と関連属の分子系統関係の解明により分類学的再

評価を行い，本属および関連属の分類学的再編成の必要

性を明らかにしたまた，新たな分類形質として「傘表

面の特徴と構造」を新たに採用し， 2クレードを Favo・

lus属および、Neofavolus属として Polyporω属から分割

した日本を含む東~東南アジア地域に分布する広義の

PO加orus属や関連属について種レベルでの分類学的研

究に取り組み，これまでに 3新種および4新組合せを提

唱した.これまでの一連の研究成果は，主要な木質リター

の分解者であり，且つ生物資源として重要な生物群であ

る多孔菌類の属や種概念の確立や多様性の解明に貢献す

るものと考える.一方で，広義の PO加orus属とその関

連属の分類学的再編成はまだ完了しておらず，また前述

の通り本属のレクトタイプ種に関する課題も残ってい

る.今後は，これらの謀題に取り組み，系統を反映した

分類形質に基づく属および種概念の確立を進め，多孔菌

類の新規分類システムの構築に貢献したいと考える.
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摘要

PO砂or附属(タマチョレイタケ目)には，形態的に

多様な種が含まれていた.一方で，本属には，顕微鏡的



Polyporus属とその関連属の分子系統分類学的研究

特徴や腐朽型が共通する「関連属jが存在した本属お

よび関連属の分類学的再評価を目的とし，これらの詳細

な系統関係を解明した分子系統解析の結果，本属およ

び関連属は 6クレードに分割され，うち 2クレードには

本属種に加えて関連属種が含まれており，これらの属の

分類学的再編成の必要性が示された. 5クレードについ

ては，柄の位置，傘肉の質感，柄の殻皮化の程度など，

従来属内グループを定義するのに用いられた形態的形質

によって，概ね特徴づけることができた Polyporus属(広

義)の分類学的再編成の一環として， 2クレードを対象

に詳細な研究を行った.その結果， 1クレードを Favo・

lus属として 6種を認め，もう lクレードについては新

属Neofavolus属を提唱， 1新種を含む 3種を所属させ

たまた，日本産Polyporus属(広義)， Favolus属，

Neofavolus属および、Echinochaete属の詳細と種リストを

示した.
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